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市
議
会
は
、
平
成
24
年
6
月
定
例
会

を
6
月
14
日
か
ら
7
月
12
日
ま
で
の
29

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
議

会
で
は
、
市
長
提
出
の
24
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
7
議
案
、
議
員
発
議

の
議
会
基
本
条
例
の
制
定
な
ど
3
議
案

の
ほ
か
、
請
願
1
件
に
つ
い
て
慎
重
に

審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
請
願
は

採
択
し
、
そ
の
他
は
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
、
6
月
21
日
、

22
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
10
名
の
議
員
が

行
い
、
市
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
市

長
・
教
育
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）、

　

請
願
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…
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●
議
会
基
本
条
例
の
制
定
、
23
年
度
政
務

　

調
査
費
の
会
派
別
収
入
・
支
出
状
況
 …
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●
一
般
質
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●
議
員
定
数
検
討
委
員
会
報
告
、

 

審
議
結
果
、
9
月
定
例
会
の
予
定
 …
…

8

主

な

内

容
（
ペ
ー
ジ
）

６
月
定
例
会

昔の授業　旧見付学校で児童が体験昔の授業　旧見付学校で児童が体験
　明治8年に建てられた現存する日本最古の木造擬洋風小学校校舎、旧見付学校で7月26日、「むかしの授業体

験」が行われました。当日は、市内を中心に小学生30人がかすりの着物を着て、石盤・石筆を使った授業体験

や、旧見付学校の成り立ちなどを学んだほか、童謡を歌ったり記念撮影をしたりと楽しい時間を過ごしました。

ー 1ー古紙パルプ配合率100％の再生紙を使用しています。
古紙パルプ配合率１００％再生紙を使用



議会インターネット中継をご利用ください ご自宅のパソコンで簡単に視聴
できますので、ぜひご利用ください。

①市議会のページ
（http://www.city.iwata.shizuoka.jp/shigikai/）

利用方法

クリック磐田市議会　中継
　又は検索サイトにて

ここをクリック

②メニュー画面

生中継は

ここをクリック
録画中継は

ここをクリック

注）本会議が開かれていないときは、生中継をご覧になれ

　　ません。録画中継はいつでもご利用いただけます。

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
追
加
で
、
歳
入
歳
出
予
算
そ

れ
ぞ
れ
に
2
0
6
3
万
7
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
5
7
2
億
4
0

4
3
万
7
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
①
新
規
就
農
者

の
経
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
間

の
支
援
に
要
す
る
経
費
の
追
加
②

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
制

度
実
施
要
綱
で
定
め
る
広
域
的
な

交
通
量
推
計
や
設
置
費
用
の
分
析

デ
ー
タ
等
の
調
査
に
要
す
る
経
費

の
追
加
―
な
ど
で
す
。

　

財
源
は
、
県
支
出
金
と
財
政
調

整
基
金
繰
入
金
を
充
て
ま
す
。

　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決
。

※
欠
席
1
（
争
）

（
志
）
新
東
名
が
開
通
し
、

新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
へ
の
玄
関

口
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

設
置
は
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
設
置
に
向
け
て
の
情

報
提
供
等
が
極
め
て
少
な
く
、
ハ

ー
ド
ル
の
高
さ
の
み
が
語
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
現
状
を
危
惧
し
て
い

る
。
経
済
界
か
ら
当
局
に
設
置
要

望
も
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伺

っ
て
い
る
が
、
議
会
も
含
め
官
民

一
体
と
な
っ
て
設
置
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　

今
後
は
、
積
極
的
な
情
報
公
開

と
提
供
、
議
会
を
含
め
、
官
民
一

体
の
支
援
、
推
進
、
体
制
づ
く
り

【
請
願
者
】

　

静
岡
県
行
政
書
士
会

　

会
長　

岸
本
敏
和
さ
ん

　

本
請
願
は
、
「
市
窓
口
に
お
い

て
、
行
政
書
士
で
な
い
も
の
が
提

出
行
為
を
し
た
場
合
は
代
理
人
等

の
身
分
確
認
を
、
ま
た
、
そ
の
行

為
が
本
人
自
ら
に
お
い
て
な
さ
れ

て
い
る
場
合
は
本
人
確
認
を
す
る

よ
う
、
市
内
す
べ
て
の
窓
口
に
対

し
指
導
の
徹
底
を
図
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

所
管
の
総
務
委
員
会
で
慎
重
に

審
査
し
た
結
果
、「
市
民
へ
の
不

利
益
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
は
い
け
な
い
の
で
、
法
に
基
づ

い
て
行
っ
て
い
く
の
は
当
然
」
等

の
意
見
に
よ
り
、「
採
択
す
べ
き

も
の
」
と
決
定
。
7
月
12
日
の
本

会
議
に
お
い
て
も
全
会
一
致
に

よ
り
、「
採
択
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

※
欠
席
1
（
争
）

会派名の表記（人数）
創 … 創志会（7）
新 … 新磐田（6）
志 … 志士の会磐田（5）
誠 … 誠和会（3）
共 … 日本共産党磐田市議団（3）
公 … 公明党磐田（2）
争 … 争論（1）
（注）議長は採決に加われません。

を
切
望
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な

予
算
執
行
を
望
み
賛
成
す
る
。

・
―
請
願
と
は
―
・

　

 

請
願
は
、
憲
法
に
よ
り
保
障

さ
れ
て
い
る
請
願
権
に
基
づ
き
、

国
や
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て

実
情
を
述
べ
、
適
切
な
措
置
を
講

じ
る
よ
う
要
望
す
る
行
為
で
す
。

　

請
願
が
採
択
さ
れ
た
場
合
、
執

行
機
関
は
要
望
ど
お
り
の
処
理

を
義
務
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
請
願
が
住
民
の

要
望
で
あ
る
こ
と
や
、
議
会
が
賛

意
を
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
慎

重
に
検
討
の
上
、
取
り
扱
い
が
さ

れ
ま
す
。

　

請
願
の
提
出
方
法
は
、
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
を
可
決

討　

論

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
は
重
要

 

官
民
一
体
の
体
制
づ
く
り
を

行
政
書
士
法
違
反
書
類
の
磐
田
市
各
機
関

へ
の
提
出
排
除
に
関
す
る
請
願
を
採
択
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条
例
制
定
の
背
景
と
趣
旨

　

地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
（
県
や
市
町
村

等
）
の
権
限
は
拡
大
し
、
議
会
の

担
う
べ
き
役
割
や
責
任
も
、
よ
り

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
議
会
は
、

議
事
機
関
や
監
視
機
関
の
機
能
、

政
策
立
案
や
政
策
提
言
を
行
う
機

能
の
充
実
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
、

市
民
へ
の
積
極
的
な
情
報
公
開
や

説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
も
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
市
議
会
は
、
議
員
一
人

一
人
が
資
質
の
向
上
に
努
め
、
不

断
の
議
会
改
革
を
続
け
、
活
力
あ

る
議
会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を

決
意
し
、
議
会
の
最
高
規
範
と
し

て
、
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。　

　
　

制
定
ま
で
の
経
緯

　

市
議
会
は
議
会
基
本
条
例
を
制

定
す
る
た
め
、
23
年
5
月
に
議
会

改
革
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。
委
員
会
は
、
設
置
か
ら
お
お

む
ね
1
年
以
内
の
制
定
を
目
標
に
、

延
べ
16
回
に
わ
た
り
会
議
を
開
催

し
、
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

「
磐
田
市
議
会
基
本
条
例
」
は
、

委
員
会
が
と
り
ま
と
め
た
最
終
案

を
、
今
定
例
会
に
お
い
て
全
議
員

に
よ
り
提
案
し
、
全
会
一
致
（
欠

席
1
（
争
）
）
で
可
決
、
24
年
6

月
27
日
に
施
行
し
ま
し
た
。

　
　

条
例
の
概
要

　

条
例
に
規
定
し
た
全
20
条
の
中

か
ら
主
な
事
項
を
掲
載
し
ま
す
。

①
市
民
に
対
し
積
極
的
な
情
報
公

開
や
情
報
共
有
を
推
進
し
、
説
明

責
任
を
果
た
す
。
（
第
5
条
）　

②
本
会
議
、
常
任
委
員
会
の
ほ
か

別
に
定
め
る
会
議
を
原
則
公
開
と

す
る
。
（
第
6
条
）　

③
市
民
及
び
議
員
が
、
情
報
や
意

見
を
交
換
す
る
議
会
報
告
会
を
開

催
す
る
。
（
第
7
条
）　

④
総
合
計
画
基
本
構
想
、
同
基
本

計
画
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
議
決
事
件
と
し
、
議
会
機
能

を
強
化
す
る
。
（
第
8
条
）

⑤
議
員
間
の
討
議
に
努
め
、
討
議

を
通
じ
て
政
策
立
案
・
政
策
提
言

等
を
行
う
。
（
第
15
条
）　
　

　

市
議
会
は
、
本
条
例
の
各
規
定

事
項
を
着
実
に
実
践
し
て
い
く
こ

と
で
、
よ
り
市
民
に
開
か
れ
、
信

頼
さ
れ
る
議
会
、
市
民
の
負
託
に

応
え
ら
れ
る
議
会
と
す
る
よ
う
努

力
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

23年度 政務調査費の会派別収入・支出状況
　政務調査費とは、議員の調査研究に役立てるた

めに必要な経費の一部として、議会の会派からの

申請により交付されるもので、地方自治法に基づ

き条例で定めています。議員の政策立案能力向上

や、議会の監視機能の強化を図るための活動など

に活用されています。

　本市の政務調査費は1人当たり年額30万円で、上

半期と下半期の2回にわけて会派に交付されます。

23年度の収入・支出状況は下表のとおりで、残余

金は市へ返納されました。

会 派 名 創 志 会 誠 和 会 新 磐 田 日本共産党
磐田市議団 公明党磐田 五 和 会 争  論 合   計

交付対象人数 上半期0人 
下半期8人 6人 6人 3人 2人 上半期10人

下半期 2人 1人 上半期28人
下半期28人

収　

入

交付金
上期 0 900,000 900,000 450,000 300,000 1,500,000

政務調査費

の交付申請

がありませ

んでした

4,050,000

下期 1,200,000 900,000 900,000 450,000 300,000 300,000 4,050,000

雑 収 入 41 108 151 56 49 207 612

計 1,200,041 1,800,108 1,800,151 900,056 600,049 1,800,207 8,100,612

支     

出

研究研修費 0 0 3,570 85,650 0 166,910 256,130

調 査 旅 費 666,960 452,520 485,070 0 122,040 102,190 1,828,780

資料作成費 0 0 0 0 0 0 0

図書・資料費 0 55,000 0 0 70,600 124,200 249,800

広 報 費 349,577 362,124 793,532 746,407 0 159,285 2,410,925

広 聴 費 0 0 7,630 0 0 0 7,630

事 務 費 78,813 64,560 100,680 78,161 94,114 121,105 537,433

その他経費 0 0 0 0 0 0 0

合 計
1,095,350 934,204 1,390,482

(910,218)
900,056 286,754 673,690

(5,290,698)
5,280,536

残 余 金 104,691 865,904 409,669 0 313,295 1,126,517 2,820,076

※1　創志会は年度途中での会派結成のため、下半期のみの交付。
※2　下半期途中に1人減となり、その際の返還金60,010円が残余金に含まれます。
※3　政務調査費900,056円に会派の自主財源10,162円を加え、合計910,218円を支出しました。
※4　上半期途中に8人減となり、その際の返還金1,122,291円が残余金に含まれます。

（単位：円）

※1

※3

※4※2

さ
ら
に
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
へ

議
会
基
本
条
例
を
制
定

いわた市議会だより
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―
 

市
政
を
問
う ―

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

―
 

市
政
を
問
う ―

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

防
災
・
減
災
対
策

自
助
の
啓
発
状
況
、
家
族

防
災
会
議
の
日
の
設
置
な
ど
今
後

の
強
化
策
は
。

災
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
条
例
の
啓
発
チ
ラ

シ
の
配
布
、
い
わ
た
ホ
ッ

と
ラ
イ
ン
の
登
録
推
進
を

図
っ
て
き
た
。
わ
が
家
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、

家
庭
で
の
避
難
ル
ー
ル
づ
く
り
等

を
呼
び
か
け
て
お
り
、
改
め
て
家

庭
防
災
会
議
の
日
を
設
置
す
る
予

定
は
な
い
が
、
今
後
も
防
災
出
前

講
座
や
図
上
訓
練
を
展
開
し
、
粘

り
強
く
自
助
の
大
切
さ
を
啓
発
し

た
い
。

が
れ
き
の
広
域
処
理
の
具

体
的
な
中
遠
2
市
1
町
の
検
討
内

容
と
進
捗
状
況
は
。

中
遠
広
域
の
最
終
処
分
場

は
、
現
在
埋
め
立
て
期
間
延
長
の

協
議
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

期
間
延
長
は
、
市
民
生
活
に
直
結

す
る
問
題
と
し
て
、
ま
ず
先
に
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

が
れ
き
の
広
域
処
理
は
具
体
的
な

協
議
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。

学
校
の
安
全
対
策

防
犯
上
、
施
錠
さ

れ
て
い
る
避
難
所
に
災
害

時
に
い
つ
で
も
入
れ
る
対

応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

避
難
所
施
設
は
、

様
々
な
形
態
の
も
の
が
あ
り
、
統

一
規
則
を
定
め
る
に
は
難
し
い
。

毎
年
開
催
す
る
指
定
避
難
所
運
営

会
議
で
施
設
ご
と
の
利
用
計
画
、

進
入
方
法
を
確
認
し
周
知
し
て
い

る
が
、
更
に
周
知
し
て
い
き
た
い
。

校
舎
の
非
構
造
部
材
耐
震

化
と
耐
震
対
策
の
実
施
は
。

校
舎
の
耐
震
補
強
及
び
非

構
造
部
材
の
耐
震
化
は
、
26
年
度

ま
で
の
完
了
を
目
指
し
、
国
・
県

の
補
助
枠
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る

が
、
早
期
に
実
施
し
て
い
く
。

全
て
の
小
中
学
校
で
同
時

防
災
訓
練
を
実
施
す
る
考
え
は
。

同
時
防
災
訓
練
の
実
施
は
、

難
し
い
と
考
え
る
が
、
何
年
か
に

1
回
と
い
う
計
画
で
あ
れ
ば
検
討

し
て
み
る
必
要
は
あ
る
と
思
う
。

行
政
関
連
課
題

買
い
物
弱
者
対
策
の
課
題

認
識
と
対
応
を
伺
う
。

市
内
で
の
買
い
物
弱
者
は

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
が
、
対
策
を
一
朝
一
夕
に

講
ず
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
既

に
一
部
ス
ー
パ
ー
が
宅
配
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
今
後
は
、
民
間
事
業
者
と
の

情
報
共
有
に
努
め
て
い
き
た
い
。

原
付
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
取
り
組
み
は
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
導
入
に
つ
い

て
、
費
用
対
効
果
も
検
証
す
る
中

で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

視
点
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

焼
骨
を
永
久
収
蔵
す
る
納

骨
堂
方
式
の
市
営
墓
地
の
考
え
は
。

建
設
中
の
駒
場
霊
園
の
申

し
込
み
が
震
災
以
降
は

減
少
し
て
い
る
た
め
、

25
・
26
年
度
の
工
事
は

見
合
わ
せ
る
。
当
初
計

画
で
は
、
永
年
収
蔵
の

合
葬
部
分
を
含
む
納
骨

堂
を
建
設
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

今
後
の
申
し
込
み
状
況
を
見
な
が

ら
、
納
骨
堂
も
含
め
た
全
体
計
画

の
再
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

安
心
・
安
全

園
児
・
児
童
・
生
徒
へ
の

防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
導
入
は
。

地
震
と
火
災
を
想
定
し
、

ど
ち
ら
に
も
防
災
ず
き
ん
が
適
し

て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
市
内
一
律
の
導

入
・
配
備
は
考
え
て
い
な
い
。

救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
の
全
市
展
開
の

見
込
み
は
。

救
急
搬
送
で
の

有
効
性
が
認
め
ら
れ
た

の
で
、
年
度
内
の
実
施

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。

未
婚
の
親
に
お
け
る
保
育

料
算
定
に
当
た
り
、
寡
婦
控
除
の

み
な
し
適
用
は
で
き
な
い
か
。

所
得
税
法
で
は
、
未
婚
の

親
の
寡
婦
控
除
は
認
め
ら
れ
て
い

な
い
が
、
一
人
親
家
庭
の
支
援
策

の
一
つ
と
考
え
る
の
で
、
他
自
治

体
の
情
報
収
集
等
に
努
め
る
。

地
域
経
済

消
費
税
増
税
は
、
地
域
経

済
へ
の
影
響
も
大
き
い
が
見
解
を
。

中
小
企
業
等
の
経
営
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
心
配
さ
れ
、

景
気
回
復
途
上
に
あ
る
こ
の
時
期

の
増
税
に
は
、
慎
重
な
考
え
方
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
社
会
保

障
費
の
増
加
等
を
踏
ま
え
れ
ば
、

時
期
や
上
げ
幅
は
別
と
し
て
も
引

き
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
。

小
規
模
修
繕
参
加
登
録
制

度
の
実
績
と
今
後
の
充
実
策
は
。

登
録
業
者
は
23
年
度
で
1

0
2
業
者
と
な
り
、
22
年
度
の
発

注
件
数
は
5
3
3
件
、
発
注
金
額

は
約
4
5
0
0
万
円
と
順
調
に
定

着
し
て
い
る
。
今
後
も
全
庁
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

防
災
・
減
災
対
策

学
校
の
安
全
対
策

公
明
党
磐
田　

鈴 

木 

喜 

文　

議　

員
（
一
問
一
答
）

行
政
関
連
課
題

安
心
・
安
全
に
関
す
る
課
題

公
明
党
磐
田　

小 

野 

泰 
弘　

議　

員
（
総
括
質
問
）

地
域
経
済
振
興
策

原
発
対
策
の
現
状
と
課
題
／
学
校
施
設
整
備

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団　

根 

津 

康 

広　

議　

員
（
一
問
一
答
）

条例啓発チラシ条例啓発チラシ

救急医療情報キット救急医療情報キット
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原
発
対
策

首
相
の
大
飯
原
発
再
稼
働

宣
言
は
問
題
と
考
え
る
。
見
解
を
。

再
稼
働
に
向
け
た
政
府
の

決
定
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
に
は
、
安

全
・
安
心
の
担
保
が
な
く
、
疑
問

を
感
じ
る
。
ま
た
、
浜
岡
原
発
も

安
全
・
安
心
の
担
保
が
図
ら
れ
な

い
限
り
、
再
稼
働
は
あ
り
得
な
い
。

学
校
施
設

小
中
学
校
施
設
整
備
の
現

状
と
今
後
の
実
施
計
画
は
。

学
校
か
ら
要
望
が
あ
っ
た

88
件
の
う
ち
、
実
施
件
数
は
39
件
、

実
施
率
は
44
%
で
あ
る
。
児
童
・

生
徒
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
第

一
に
、
危
険
箇
所
等
へ
の
対
応
を

優
先
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

磐
田
北
小
水
道
水
の
配
管

整
備
の
現
状
と
改
善
計
画
を
伺
う
。

経
費
を
抑
え
た
局
部
的
改

修
の
調
査
を
し
て
い
る
。
で
き
れ

ば
年
内
に
調
査
を
終
え
、
対
応
が

可
能
な
ら
ば
、
早
期
に
実
施
す
る
。

磐
田
北
幼
稚
園
の
北
小
学

校
教
室
利
用
に
つ
い
て
、
そ
の
後

の
対
応
は
。

同
一
園
舎
で
の
保
育
が
理

想
で
あ
り
、
早

期
に
幼
稚
園
・

保
育
園
の
再
編

計
画
を
策
定
す

る
中
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

地
域
防
災
体
制

非
常
食
備
蓄
が
4
割
に
満

た
な
い
が
、
自
助
意
識
を
喚
起
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
考
え
は
。

防
災
訓
練
で
の
ア
ン
ケ
ー

ト
等
も
防
災
対
策
に
反
映
し
て
い

る
。
備
蓄
に
関
し
て
は
行
政
も
踏

ん
張
っ
て
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

家
庭
で
相
談
し
た
保
存
食

な
ど
を
学
校
に
備
え
る
東
京
都
稲

城
市
の
「
子
ど
も
防
災
自
助
パ
ッ

ク
」
の
よ
う
な
、
子
供
た
ち
の
自

助
教
育
を
推
進
す
る
考
え
は
。

小

中
学
校
は
、

お
の
お
の

の
立
地
条

件
を
踏
ま

え
、
保
護

者
や
地
域

住
民
と
相
談
し
、
実
践
的
な
防
災

教
育
を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
、

震
災
が
れ
き
処
理

国
や
県
の
が
れ
き
処
理
の

体
制
と
、
今
後
の
市
の
対
応
は
。

焼
却
灰
の
処
理
に
つ
い
て

県
の
回
答
は
な
く
、
体
制
が
整
っ

て
い
な
い
。
市
の
対
応
は
、
焼
却

灰
の
処
分
先
が
確
保
さ
れ
る
な
ど
、

条
件
が
整
え
ば
実
施
す
る
。

市
独
自
の
取
り
組
み
と
実

態
把
握
、
市
民
へ
の
開
示
は
。

焼
却
灰
の
処
理
等
の
課
題

解
決
が
先
で
、
現
地
調
査
等
の
独

自
の
取
り
組
み
に
至
っ
て
い
な
い
。

試
験
焼
却
の
条
件
が
整
え
ば
、
実

態
把
握
や
開
示
も
必
要
と
考
え
る
。

森
町
の
最
終
処
分
場
の
埋

校
長
会
等
で
子
ど
も
防
災
自
助
パ

ッ
ク
を
紹
介
す
る
な
ど
、
自
助
意

識
を
高
め
て
い
き
た
い
。

昭
和
19
年
の
東
南
海
地
震

体
験
者
を
講
師
に
、
防
災
勉
強
会

や
防
災
訓
練
等
で
指
導
し
て
い
た

だ
く
考
え
は
。

自
主
防
災
会
議
の
方
た
ち

の
提
案
は
否
定
す
る
も
の
で
は
な

く
、
地
域
住
民
の
防
災
意
識
が
高

ま
れ
ば
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
提
案

め
立
て
延
長
の
検
討
状
況
と
、
が

れ
き
広
域
処
理
に
お
け
る
課
題
は
。

期
間
延
長
の
協
議
が
始
ま

っ
た
が
、
地
元
の
了
解
が
得
ら
れ

た
場
合
、
覚
書
等
の
締
結
は
数
カ

月
先
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
広

域
処
理
の
課
題
は
焼
却
灰
の
処
分

先
の
確
保
と
、
市
民
の
理
解
が
得

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

税
金
問
題

個
人
住
民
税
の
特
別

徴
収
の
状
況
と
改
善
策
は
。

24
年
度
か
ら
原
則
従

業
員
3
人
以
上
の
事
業
所
を

特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定
し
、

特
別
徴
収
を
お
願
い
し
て
い

し
、
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

生
活
環
境
保
全
推
進

道
路
舗
装
劣
化
に
よ
る
騒

音
で
、
高
齢
者
等
が
苦
痛
を
訴
え

て
い
る
。
住
居
沿
道
を
優
先
し
て

補
修
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

緊
急
的
に
舗
装
修
繕
が
必

要
な
箇
所
は
、
速
や
か
に
対
応
し

て
い
る
。
ま
た
、
自
治
会
か
ら
の

要
望
箇
所
は
、
住
宅
に
面
し
た
道

路
を
優
先
し
て
補
修
し
て
い
る
。

市
・
地
域
・
福
祉
団
体
な

ど
が
連
携
し
た
「
安
心
地
域
支
え

合
い
体
制
づ
く
り
市
民
会
議
」
の

活
動
状
況
と
事
業
成
果
を
伺
う
。

参
加
団
体
へ
日
常
業
務
の

中
で
の
見
守
り
を
お
願
い
し
、
高

齢
者
の
異
変
等
に
気
づ
い
た
場
合

に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

等
へ
の
通
報
を
お
願
い
し
て
い
る
。

通
報
件
数
は
15
件
で
、
う
ち
5
件

が
異
変
の
発
見
に
つ
な
が
っ
た
。

る
。
指
定
事
業
所
は
23
年
度
か
ら

約
2
2
0
0
社
増
加
し
た
。
制
度

に
不
慣
れ
な
点
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
問
い
合
わ
せ
等
に
は
十

分
対
応
し
た
い
。

駅
北
口
広
場

駅
前
広
場
の
整
備
に
当
た

っ
て
環
境
対
策
を
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

搭
載
し
た
屋
根
つ
き
通
路
や
ソ
ー

ラ
ー
照
明
灯
を
設
置
す
る
。
ま
た
、

歩
道
や
広
場
は
透
水
性
の
舗
装
を

実
施
し
、
環
境
対
策
を
行
う
。

完
成
予
想
図
を
駅
に
掲
示

す
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
。

駅
北
口
の
壁
面

に
完
成
予
想
図
を
掲
示

す
る
と
と
も
に
、
南
北

自
由
通
路
の
情
報
発
信

モ
ニ
タ
ー
に
映
す
等
、

周
知
を
図
り
た
い
。

震
災
が
れ
き
の
広
域
処
理

税
金
問
題
／
磐
田
駅
北
口
広
場
整
備
事
業

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団　

高 

梨 

俊 

弘　

議　

員
（
一
問
一
答
）

地
域
防
災
体
制
強
化
の
諸
課
題

市
民
の
生
活
環
境
保
全
推
進

創
志
会　

村 

田 

光 

司　

議　

員
（
一
問
一
答
） 磐田北幼稚園（ひこうき園舎）磐田北幼稚園（ひこうき園舎）備蓄物資（磐田南小校舎3階）備蓄物資（磐田南小校舎3階）

駅北口広場完成予想図駅北口広場完成予想図
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観
光
行
政

近
隣
市
町
を
巻
き
込
ん
だ

観
光
行
政
の
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

観
光
に
訪
れ
る
方
に
と
っ

て
、
市
域
の
境
は
関
係
な
く
、
広

域
的
な
観
光
施
策
は
必
要
だ
と
認

識
し
て
い
る
。
市
域
を
超
え
た
魅

力
あ
る
資
源
を
結
び
つ
け
る
企
画

の
検
討
な
ど
、
近
隣
市
町
と
の
連

携
が
重
要
と
考
え
る
。

市
で
企
画
し
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
を
、
J
R
等
に
売
り

込
み
を
す
る
考
え
は
。

ウ

ォ
ー
キ
ン

グ
ブ
ー
ム

も
後
押
し

し
て
、
こ

れ
か
ら
の

観
光
に
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
は
欠
か
せ
な
い
要
素

で
あ
る
。
今
後
は
、
名
所
旧
跡
な

ど
を
め
ぐ
る
ま
ち
歩
き
に
加
え
、

獅
子
ヶ
鼻
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

な
ど
、
新
た
な
魅
力
を
取
り
入
れ

た
プ
ラ
ン
も
P
R
し
て
い
き
た
い
。

防　

災
避
難
場
所
は
、
液
状
化
地

盤
を
外
し
て
あ
る
の
か
。

地
域
の
実
情
も
あ
り
、
液

状
化
被
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
と
こ

ろ
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
公
共
施

設
に
つ
い
て
は
、
地
盤
調
査
に
よ

る
液
状
化
判
定
を
実
施
し
、
必
要

に
応
じ
て
杭
を
打
設
し
て
お
り
、

被
害
は
少
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
民
間
の
避
難
ビ
ル
等
も
同

様
で
あ
る
と
考
え
る
。

築つ
き

山や
ま

を
避
難
場
所
の
手
法

と
し
て
対
応
し
て
い
く
考
え
は
。

津
波
避
難
施
設
の
暫
定
対

策
の
範
囲
は
空
白
域
が
な
い
よ
う

配
置
し
た
の
で
、
現
時
点
で
新
た

な
施
設
整
備
は
考
え
て
い
な
い
が
、

第
4
次
地
震
被
害
想
定
の
公
表
に

よ
り
、
追
加
的
な
建
設
が
必
要
と

な
っ
た
と
き
に
は
検
討
し
た
い
。

避
難
施
設
の
高
さ
は
予
測

津
波
高
よ
り
す
べ
て
高
い
か
伺
う
。

津
波
避
難
施
設
の
中
に
は
、

想
定
最
高
津
波
高
11
・
8
m
よ
り

低
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

第
4
次
地
震
被
害
想
定
の
公
表
に

あ
わ
せ
、
す
べ
て
の
施
設
の
再
検

証
を
行
い
た
い
。

市
長
の
政
治
姿
勢

市
職
員
削
減
の
考
え
方
と

市
民
へ
の
影
響
は
。

職
員
削
減
は
、
退
職
者
の

補
充
を
抑
制
す
る
一
方
、
職
員
力

向
上
、
事
業
の
選
択
と
集
中
、
民

間
活
力
の
活
用
等
を
通
じ
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が
出
な
い
よ
う

少
数
精
鋭
の
安
定
し
た
強
い
組
織

体
制
の
確
立
に
努
め
て
い
る
。

市
民
要
望
に
対
す
る
考
え

方
と
市
長
の
応
対
は
。

市
民
要
望
は
多
岐
に
わ
た

る
が
、
東
日
本
大
震
災
以
降
は
、

津
波
対
策
な
ど
防
災
・
減
災
対
策

関
連
事
業
を
集
中
的
に
実
施
し
、

市
民
の
不
安
が
少
し
で
も
解
消
さ

れ
る
よ
う
努
力
し
て
き
た
。
市
民

か
ら
の
懇
談
の
申
し
入
れ
に
は
、

時
間
を
設
け
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

津
波
対
策

津
波
避
難
タ
ワ
ー
な
ど
へ

の
市
民
の
緊
急
避
難
の
具
体
化
は
。

津
波

避
難
施
設
は
、

自
主
防
災
会

や
個
人
で
事

前
に
定
め
て

い
た
だ
く
啓

発
を
し
て
い

る
。
津
波
避

難
訓
練
時
に

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
、
施
設
の

場
所
と
避
難
行
動
の
認
識
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

指
定
避
難
所
の
外
付
け
階

段
設
置
の
今
後
の
計
画
は
。

今
後
、
第
4
次
地
震
被
害

想
定
の
公
表
に
よ
り
、
津
波
避
難

施
設
の
追
加
的
な
建
設
が
必
要
と

な
っ
た
と
き
に
は
、
手
法
の
一
つ

と
し
て
検
討
し
た
い
。

福　

祉
福
田
地
区
の
幼
保
一
体
化

施
設
は
、
ど
う
い
う
保
育
・
教
育

を
目
指
す
の
か
。

公
設
公
営
に
よ
り
「
磐
田

市
乳
幼
児
保
育
・
教
育
の
基
本
構

想
」
の
目
標
を
基
本
に
、
保
育
と

教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

国
保
広
域
化
に
対
す
る
市

長
の
見
解
は
。

国
保
制
度
が
将
来
に
わ
た

り
持
続
可
能
な
制
度
で
あ
る
た
め

に
は
、
都
道
府
県
を
主
体
と
す
る

広
域
化
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
設
置
実
現
に
向
け
た
導
入
準

備
会
等
の
状
況
、
ク
リ
ア
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
点
は
。

4
月
に
導
入
準
備
会
、
5

月
に
導
入
勉
強
会
を
開
催
し
、

様
々
な
角
度
か
ら
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
の
是
非
を
検

討
し
て
い
る
。
国
や
県
、
中
日
本

高
速
道
路
1
か
ら
今
後
の
検
討
を

進
め
る
に
当
た
り
、
広
域
的
な
交

通
量
推
計
・
費
用
便
益
分
析
・
採

算
性
の
算
出
等
を
求
め
ら
れ
た
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
設
置
実
現
に
向
け
た
熱
意
は
。

地
域
経
済
活
性
化
の
た
め

是
が
非
で
も
実
現
さ
せ
た
い
。
ス

タ
ー
ト
の
遅
れ
を
挽
回
す
る
た
め
、

積
極
的
に
国
や
関
係
機
関
等
へ
働

広
域
の
観
光
行
政
推
進

防

災

対

策

志
士
の
会
磐
田　

八 

木 

邦 

雄　

議　

員
（
一
問
一
答
）

市
長
の
政
治
姿
勢

津
波
対
策
／
福
祉
分
野

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団　

稲 

垣 

あ 

や 

子　

議　

員
（
一
問
一
答
）

市
に
お
け
る
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

天
竜
浜
名
湖
鉄
道

創
志
会　

鈴 

木 

昭 

二　

議　

員
（
一
問
一
答
）

獅子ヶ鼻トレッキングコース獅子ヶ鼻トレッキングコース
（八畳岩）（八畳岩）

掛塚タワー 

駒場南タワー 

国道15
0号 

駒場北タワー 

小中瀬タワー 

浜部タワー 
福田タワー 

津波避難タワー計画地津波避難タワー計画地
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き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

新
東
名
高
速
道
路
周
辺
整

備
で
下
野
部
工
業
団
地
の
用
途
地

域
・
区
割
・
誘
致
業
種
は
。

用
途
地
域
は
工
業
専
用
地

域
を
予
定
し
、
区
割
は
企
業
の
進

出
状
況
に
よ
り
検
討
し
て
い
く
。

業
種
は
、
様
々
な
業
種
に
誘
致
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

県
道
横
川
磐
田
線
の
改
良

整
備
を
し
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
へ
接
続
す
る
考
え
は
。

県
道
へ
の
接
続
は
、
広
域

的
な
視
点
の
中
で
協
議
し
た
い
。

天
竜
浜
名
湖
鉄
道

経
営
分
析
、
将
来
展
望
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
の
存
続
・

廃
止
の
検
討
内

容
は
公
開
す
べ

き
と
思
う
が
見

解
は
。
ま
た
、

本
市
は
、
存
廃

を
ど
う
考
え
る

か
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

会
議
は
原
則
公
開
さ
れ
、
検
討
結

果
は
本
市
に
も
報
告
が
あ
る
の
で
、

必
要
に
応
じ
て
議
員
懇
談
会
な
ど

で
報
告
し
た
い
。
天
竜
浜
名
湖
鉄

道
は
、
地
域
住
民
の
通
勤
、
通
学

の
足
と
し
て
年
間
1
5
0
万
人
以

上
が
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
は
存
続
の
必
要
性
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

防
災
対
策

電
柱
等
へ
の
海
抜
表
示
は
。

中
電
及
び
N
T
T
と
電
柱

へ
の
海
抜
表
示
看
板
設
置
の

協
議
を
し
て
い
る
。
国
・
県

も
海
抜
表
示
を
実
施
す
る
の

で
、
動
向
を
確
認
し
、
市
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

防
災
行
政
ラ
ジ
オ
の

購
入
希
望
状
況
と
今
年
度
の

対
応
は
。

当
初
2
5
0
0
台
と
見
込

ん
だ
が
、
現
在
、
磐
田
地
区
5
3

9
0
台
、
福
田
地
区
1
5
3
8
台
、

竜
洋
地
区
1
8
4
8
台
、

豊
田
地
区
1
9
2
9
台
、

豊
岡
地
区
8
7
1
台
の

計
1
万
1
5
7
6
台
の

希
望
が
あ
り
、
増
加
分

は
、
補
正
予
算
で
の
対

応
を
考
え
て
い
る
。

多
文
化
共
生

第
2
次
磐
田
市
多
文
化
共

生
推
進
プ
ラ
ン
の
特
徴
と
重
点
施

策
に
つ
い
て
伺
う
。

日
本
人
市
民
と

外
国
人
市
民
の
共
同
の

取
り
組
み
や
子
供
の
教

育
に
関
す
る
啓
発
、
災

害
対
応
等
、
4
つ
の
重

点
施
策
を
掲
げ
た
。

発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
「
は
あ
と
」
の
現

状
と
対
応
は
。

外
国
人
の
相
談
は
近
年
増

加
し
、
23
年
度
は
65
件
あ
っ
た
。

主
な
内
容
は
、
他
の
子
供
と
の
ト

ラ
ブ
ル
や
学
習
の
お
く
れ
等
で
、

臨
床
心
理
士
な
ど
が
対
応
し
て
い

る
が
、
幼
稚
園
、
小
学
校
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
支
援
し
て
い
る
。

外
国
人
児
童
生
徒
の
学
力

定
着
の
現
状
と
課
題
は
。

外
国
人
児
童
生
徒
支
援
員

と
国
際
交
流
協
会
の
J
S
L
サ
ポ

ー
タ
ー
を
派
遣
し
て
、
日
本
語
の

習
得
や
学
習
支
援
等
を
行
っ
て
お

り
、
意
欲
的
に
学
習
す
る
児
童
生

徒
が
増
え
て
き
た
。
課
題
は
、
学

自
主
運
行
バ
ス

竜
洋
地
区
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況
等
は
。

開
始
か
ら
5
月
ま
で
の
19

カ
月
間
の
利
用
者
数
は
、
延
べ
4

2
3
人
で
7
割
以
上
が
通
院
利
用

で
あ
る
。
運
行
経
費
59
万
7
9
0

0
円
、
運
賃
収
入
20
万
2
4
5
0

円
で
、
市
の
負
担
額
は
39
万
5
4

5
0
円
で
あ
る
。
大
変
助
か
る
と

い
う
利
用
者
の
声
や
費
用
対
効
果

が
と
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時

点
で
廃
止
は
あ
り
得
な
い
と
思
う
。

福
田
地
区
の
見
直
し
に
伴

う
代
替
方
策
は
。

高
齢
社
会
へ
の
対
応
等
か

ら
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

を
選
定
し
た
。
運
賃
は
地
区
内
移

動
が
5
0
0
円
、
磐
田
駅
周
辺
地

区
ま
で
の
移
動
が
千
円
で
、
10
月

1
日
の
運
行
開
始
を
予
定
し
て
い

る
。
完
全
予
約
制
で
、
平
日
1
日

6
便
、
利
用
者
宅
と
あ
ら
か
じ
め

定
め
た
施
設
の
間
を
運
行
す
る
。

豊
岡
・
豊
田
・
磐
田
地
区

の
見
直
し
は
。

豊
岡
地
区
は
、
25
年
4
月

か
ら
代
替
方
策
に
よ
る
運
行
開
始

を
目
指
し
協
議
中
で
、
小
学
生
等

の
対
応
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
と
の

意
見
が
あ
り
検
討
し
て
い
る
。
豊

田
・
磐
田
地
区
の
見
直
し
は
、
26

年
度
中
を
予
定
し
て
い
る
。

年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
学
習
言
語

が
難
し
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

外
国
人
の
総
合
的
な
相
談

体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

多
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
で
は
日
常
的
な

相
談
受
け
付
け
を
、
市

民
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は

生
活
一
般
相
談
を
実
施

し
て
お
り
、
今
後
も
で

き
る
だ
け
要
望
に
沿
っ

た
相
談
業
務
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

多
文
化
共
生
社
会
を
推
進

す
る
体
制
強
化
に
つ
い
て
見
解
を
。

外
国
人
市
民
と
の
共
同
の

取
り
組
み
を
推
進
し
た
い
。
そ
の

た
め
、
関
係
機
関
の
活
動
を
つ
な

ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
が
必
要

で
あ
り
、
今
後
は
そ
の
よ
う
な
人

材
が
育
つ
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

節　

電
夏
の
職
員
の
勤
務
体
制
に

お
け
る
節
電
対
策
の
取
り
組
み
は
。

7
月
か
ら
9
月
ま
で
を
原

則
ノ
ー
残
業
月
間
と
し
、
ま
た
、

5
月
か
ら
約
5
カ
月
間
、
ク
ー
ル

ビ
ズ
を
実
施
し
て
い
る
。

多
文
化
共
生
社
会

節

電

対

策新
磐
田　

川 

崎 

和 

子　

議　

員
（
総
括
質
問
）

津
波
、
地
震
、
防
災
対
策

自
主
運
行
バ
ス

創
志
会　

岡 　

 　

 

實　

議　

員
（
一
問
一
答
）

防災行政ラジオ防災行政ラジオ

多文化交流センター多文化交流センター

天竜浜名湖鉄道天竜浜名湖鉄道
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編
集
後
記

　

市
議
会
は
、
議
員
定
数
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
た
め
、
議
員
定
数

検
討
委
員
会
を
5
月
に
設
置
し
、

計
4
回
の
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

同
委
員
会
で
は
、
全
国
の
人
口
同

規
模
市
や
県
内
各
市
の
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、
市
民
と
議
会
と
の
関

係
や
、
議
員
・
議
会
と
し
て
の
役

割
、
議
会
改
革
な
ど
様
々
な
観
点

か
ら
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

7
月
12
日
、
検
討
の
結
果
が
議

長
に
報
告
さ
れ
、
報
告
書
に
は
、

「
現
状
維
持
で
よ
い
、
削
減
す
べ

き
で
は
な
い
」
と
「
削
減
し
て
も

よ
い
、
削
減
す
べ
き
で
あ
る
」
の

両
論
が
併
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
状
維
持
と
す
る
委
員
か
ら
は
、

「
定
数
減
は
行
政
へ
の
監
視
機
能

が
弱
体
化
す
る
」
「
合
併
後
10
年

は
様
子
を
見
る
期
間
が
あ
っ
て
も

よ
い
」
「
市
内
各
地
に
議
員
が
い

な
い
と
市
民
の
声
が
届
き
に
く

い
」
と
い
う
意
見
が
あ
る
一
方
、

削
減
推
進
の
委
員
か
ら
は
、
「
議

会
が
聖
域
と
は
な
り
得
な
い
」

「
定
数
が
減
っ
て
も
民
意
の
酌
み

取
り
は
可
能
」
「
他
市
と
比
較
す

る
と
、
人
口
に
対
し
て
議
員
数
は

多
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
意
見
の
ほ
か
、

「
議
会
の
情
報
発
信
が
必
要
で
、

そ
れ
に
よ
り
、
議
員
の
資
質
向
上

を
図
る
こ
と
が
重
要
」
と
の
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
議
会
基

本
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。
議
会
は
こ
れ
ま
で

も
、
一
般
質
問
に
お
け

る
一
問
一
答
制
の
導
入
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
映
像

配
信
な
ど
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
引
き
続
き

議
会
改
革
を
進
め
、
皆

様
に
信
頼
さ
れ
る
議
会

を
目
指
し
ま
す
。

審 議 結 果
■全会一致により可決・同意された議案

24年度介護保険事業特別会計補正予算（第1号）
　〃　一般会計補正予算（第2号）
都市公園条例の一部改正
静岡県後期高齢者医療広域連合規約の変更
財産の譲渡
特定環境保全公共下水道豊岡クリーンセンター
の建設工事委託に関する協定の締結
市議会基本条例の制定
市議会会議規則の一部改正
市議会委員会条例の一部改正
人権擁護委員の候補者推薦の意見

■全会一致により採択された請願
行政書士法違反書類の磐田市各機関への提出排
除に関する請願　

■そのほか本会議で議題となった案件
閉会中の継続調査
市議会議員の派遣

任　期 議員定数 備　考

15年5月1日～

17年3月31日※
86人

旧5市町村の

合計

  内訳

旧磐田市 （24人）

旧福田町 （15人）

旧竜洋町 （15人）

旧豊田町 （18人）

旧豊岡村 （14人）

17年4月24日～

21年4月23日
34人

5市町村

合併後

21年4月24日～ 30人
議員発議に

より削減

※旧福田町のみ、15年4月30日～17年3月31日

9 月 定例会の予定
―９月５日～１０月１５日（４１日間）―

　日程は変更する場合もありますので、事前に議会事務局
（電話 0538-37-4822、ファックス 0538-37-4845）までお問い
合わせください。

 9月 5日 本会議（先議議案の上程、説明）

   予算委員会・常任委員会

  6日 本会議（決算・一般議案等の上程、説明）

  7日 予算委員会・常任委員会（審査予備日）

  13日 本会議（先議議案の採決）

  14日 本会議（一般質問）

  18日 本会議（一般質問）

  19日 本会議（一般質問）

  20日 本会議（一般質問予備日）

  21日 本会議（議案に対する質疑）

  24日 本会議（議案に対する質疑）

   予算委員会

  25日 特別委員会

  26日 特別委員会

  27日 特別委員会（審査予備日）

  28日 分科会・常任委員会

 10月 1日 分科会・常任委員会

  2日 分科会・常任委員会（審査予備日）

  9日 予算委員会

  15日 本会議（議案の採決）

  　※いずれも午前10時から

議
員
定
数
、
維
持
・
削
減
双
方
の
意
見

議
員
定
数
検
討
委
員
会
が
報
告

(1 )
(2 )
(3 )
(4 )
(5 )
(6 )

(7 )
(8 )
(9 )
(10)

(1 )

(1 )
(2 )

議員定数の推移

ー 8ー
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